
本日はご多忙の中、弊社2020年度第１四半期決算説明会にご参加賜り、誠にありがと
うございます。

また、平素より弊社のIR活動へのご協力に心より御礼申し上げます。

では、2020年度第1四半期の決算説明会を開始致します。
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まず初めに、当第4四半期決算のトピックスです。

売上は3,268億円、4月予想3,310億円から▲42億円・▲1％の未達となりました。新型
コロナウィルスで幅広い市場・製品で需要の弱さが見られ前四半期比▲10%となりまし
たが、おおむね予想通りの着地となりました。

生産については、第1四半期の着地は3,550億円と4月予想の3,360億円より上振れま

した。新型コロナウィルスによる供給リスクへの備えや、スマートフォン新モデルのピー
ク時に向けた生産平準化により、製造高は想定から190億円上振れました。

営業利益は513億円で想定より高い水準で着地しました。

要因としましては、想定より製造高が増加し操業度益が生じたことや、移動制限等の
影響で出張関連費用や修繕費など第１四半期では固定費が全般的に減少し、Q2以降
に先送りされたことが挙げられます。
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5月以降に発生した影響としましては、フィリピン・マレーシア・八日市・岡山の生産拠点
で一時的に生産を停止する期間が生じましたが、影響は軽微です。
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直前四半期比では、売上の減少に比べて生産高の減少は少なく、固定費は圧縮され
ました。その結果、営業利益の減少は小幅に留まりました。
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直前四半期比では、為替影響も円髙であったものの、営業利益の減少は▲10億円に
留まりました。
本日(7/31)もドル円が104円と円高が進行しております。第１四半期としては107円で影

響は軽微でしたが、このまま円高が進行すれば第２四半期以降に業績に影響を及ぼ
す可能性があります。

6



直前四半期比では▲19％の受注減少となりました。コロナウィルスの影響もあり、幅広
い製品で需要減少が見られました。また、2019年度第4四半期で、顧客が新型コロナ
ウィルスに備え部品在庫確保のため発注を増やした反動減の影響もありました。

注残金額は2,075億円で、直前四半期末比で▲327億円（▲13.6％）となりました。
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直前四半期比では、製品別にみると、Q4にまとめ発注がありましたコンデンサの減少

が大きく出ております。その他にコンデンサ以外でも、表面波フィルタや樹脂多層基板、
高周波モジュールなど幅広い製品で需要の減少が見られました。
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直前四半期比、前年同期比共にすべての製品で売上が減少しております。
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ほとんどの製品が直前四半期比で減少しておりますが、その他コンポーネントの一部
の製品の売上は増加しております。

その他コンポーネントのリチウムイオン二次電池は新型コロナウイルスの影響による
巣ごもり、在宅勤務に関連する需要が増加しております。また、インダクタについてもＰ
Ｃ向けの需要が増加しております。
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ほとんどの用途で直前四半期比でマイナスでしたが、巣ごもり需要でのＡＶ機器(ゲー
ム機関連など)向けや、リモートワークに関連してPCやｻｰﾊﾞｰなどは好調に推移しまし
た。

受注・売上は4月～5月を底に、6月から回復傾向が見られます。この傾向がどこまで続
くかは不透明ではありますが、現時点では回復の兆しが見られます。
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連結では、前年同期比で減収減益となりました。
コンポーネントとモジュールに分けた場合も傾向は同じく、減収減益になりました。

生産高についても2019年度第1四半期は3,630億円で、今年度第1四半期も3,550億円
と減少しており、その結果、営業利益も減少しております。

ただ、前年同期比では固定費を減らすことができましたので減益幅を若干少なめに抑
えることができました。
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直前四半期比の比較になります。

減価償却費の減少が増益要因で出ている点が例年と異なります。

当第１四半期に設備投資を抑えたことや昨年中に償却が完了した固定資産が多かったことが
背景にあります。

準変動費・固定費の減少の数字が大きい理由は、2019年度第4四半期に買収子会社VIOSの

のれんの減損、不要資産の廃棄等が発生したことや、一部の費用の発生が第２四半期以降へ
繰り延べされた影響によるものです。

また、全社的に利益率が下がっていることや在庫増による利益率の低下、個別製品内で付加
価値の高い製品の減少などの理由により、その他(品種構成差等)が減益方向に働きました。

新型コロナウィルスの影響で売上高が減少するなか、サプライチェーンの混乱に備え在庫を積
んだ結果、操業度損は小幅にとどまりました。

14



前年同期比では売価値下げが進行しました。

操業度は売価値下げを戻したベースで計算した結果、操業度益として出ております。

準変動費・固定費の減少が少ないように見えますが、全社的な固定費は増加しておりますので、
固定費の圧縮は小幅に留まっております。

その他品種構成がマイナスの背景としては、14ページと同じです。
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投資活動によるキャッシュフローでは、設備投資額が抑えられたこともあり、プラスに転じてお
ります。

財務活動によるキャッシュフローは、支払配当金額の増加はあるものの、借入額の抑制でマイ
ナスとなりました。

現金及び同等物残高が3,000億円近くになっておりますが、このような状況でもあり、多少手厚
めに保有して事業運営を行っていく予定です。
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見直しを行っていないものの、4月末業績予想公表時見通からの市場環境変化等もあり、業績
予想の変更必要性については社内で検証を行っております。

結果として通期予想の見直しを行う必要はないと判断しました。

為替は107円で予想しておりますが、足元では104円まで円高が進行しております。予想と乖離
がございますが、今後も107円程度で推移するのであれば今年度の着地から大きな乖離は発
生しないと考えております。
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業績予想の見直しは行いませんが、市場環境の変動リスクとしてダウンサイド、アップサイドそ
れぞれの要因があるとみております。

また、第1四半期に抑制されていた固定費が今後どの程度増えるかといった点も視野に入れた
上で業績予想の修正は必要ないというのが現時点での弊社の判断になります。
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